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   Fig.1 東京大学 KALS   Fig.2 共愛学園前橋国際大学 KYOAI COMMONS 
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2．KYOAI COMMONS というラーニング・コモンズ 
 本研究の対象となる共愛学園前橋国際大学ラーニング・コモンズ：KYOAI COMMONS
は，ラーニング・コモンズとコミュニケーション・コモンズの 2 つのゾーンから成る 1 階




ラーニング・コモンズは Seminar Studio，Study Area，i-Reading Area，Creative Studio，
International Area，Group Work Area ，ICT Area の 7 つのエリアから構成されている． 
   
 






Fig.4 Seminar Studio Fig.5 Study Area 
Fig.6 i-Reading Area Fig.7 Creative Studio 
 
Fig.3 KYOAI COMMONS 
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加えて，コミュニケーション・コモンズの KYOAI Plaza がプレゼンテーションエリアと
して併用されている．これらのラーニング・コモンズに加え，KYOAI COMMONS は 1 階
の Restaurant，Student Café，Lounge，2 階のラーニングスタジオ，Seminar Studio:17
席，Lecture Room:48 席＊2，40 席＊2，88 席(※使用目的に応じて 2 教室に分割)，エリア








ェクターで PC などの画面を映し出すことができる．自習室である Study Area も含め，全
てのエリアでは学習指導員や他の学生と話しながら協同的に学ぶことが目指されている． 
Fig.8 International Area Fig.9 Group Work Area 
Fig.11 ICT Area Fig.12 KYOAI Plaza 
Fig.13 Lecture Room4201－4206 
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だけではなく，全専攻の学生達が履修可能な 2 年次配当の科目である． 
本研究が対象とした 2012 年度の履修学生は，4 年生 4 名(男性 1 名，女性 3 名)，3 年生 8
名(男性 3 名，女性 5 名)，2 年生 8 名(男性 5 名，女性 3 名)の計 20 名であった．また，TA


































社会文化心理学は 15 回の授業で構成されており，大きく分けて Step1：学習期，Step2：
準備期，Step3：実施期の 3 つのステップから構成されている． 
 
















 第 1 回：「オリエンテーション」においては授業の概要，教授法，評価方法などの講義の
詳細について学生にオリエンテーションを行う．第 2 回「心理学から見た文化」において
は従来の心理学における文化研究を概観し，社会文化心理学という視点からの文化へのア
プローチの独自性を紹介する．第 3 回「フィールドワーク」においては第 2 回で修得した













一般的なAL 高次のAL AC TH TW
第１回 ： オリエンテーション ◯
第２回 ： 心理学からみた文化 ◯
第３回 ： フィールドワーク ◯ ◯ ◯
第４回 ： 大学での学び ◯
第５回 ： プレゼン① ◯ ◯ ◯ ◯
第６回 ： プレゼン② ◯ ◯ ◯ ◯
第７回 ： プレゼン③ ◯ ◯ ◯ ◯
第８回 ： これまでのまとめ ◯ ◯ ◯
第９回 ： プレゼン④ ◯ ◯ ◯ ◯
第10回 ： プレゼン⑤ ◯ ◯ ◯ ◯
第11回 ： プレゼン⑥ ◯ ◯ ◯ ◯
第12回 ： ここまでのまとめ ◯ ◯ ◯
第13回 ： プレイベント ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
第14回 ： イベント実施 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
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ちを混ぜ合わせる企画』を実際に 4 号館で行う」というテーマを確認する．第 6 回から第
11 回授業においては，基本的に各グループでの活動となる．各グループに 1 名，前年度ま
でに社会文化心理学を受講した学生を TA として配置し，担当教員・TA 学生・大学院生が
グループワークのファシリテーションを行いながらグループワークを進める．グループワ
ークの際には，各グループは KYOAI COMMONS における Group Work Area のパーティ
















 各グループのプレゼン中には Twitter を用いて，他グループの
学生や TA，そして担当教員が気づいた点や改善点をつぶやき，
議論の様子も TA の学生によって Twitter 上に公開される．その
ため，議論には授業を履修していない学生や，他大学の学生，他
大学の大学院生や教員も参加することができる．それらのコメン
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Fig.21 PICCOMONs 
Step3:実施期：第 12 回～15 回 






の実施に備える．2012 年度は，「人間オセロ」「PICCOMMONs」「だつごくゲーム in KYOAI 

































・だつごくゲーム in KYOAI COMMONS 


































   
Fig.22 だつごくゲーム 
 in KYOAI COMMONS 
Fig.24 社会人基礎力の推移結果個人別フィードバック 
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4.問題と目的 















調査協力者：2012 年 4 月から 7 月にかけて，ラーニング・コモンズで行われた PBL 型(ア
クティブラーニング)授業を履修している 20 名が本研究に参加した． 
 
研究 1：PBL 実践を通した時間的展望と社会人基礎力の変遷 
授業期間中の履修学生たちの社会人基礎力と時間的展望の変化を検討するために，以下の




の充実感，過去受容の 4 つの下位因子から構成されている． 
 












































アクション シンキング チームワーク 





3.00  3.00  
3.67  





























授業開始時 授業中期 授業終了時 


















3.13  2.96  
3.76  
3.17  3.13  
2.94  
3.47  









目標指向性 希望 現在の充実感 過去受容 
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7.総合考察 
7-1.社会人基礎力と時間的展望の変化 
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